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 前節で構造物の規模、使用する部材の要素データが設定された。ここ

からは、図面を利用して部材を空間に割り付けていくことになる。構造

物の規模や通り芯位置によって、図 3-6-1 に示されるように通り芯のみ

が表示されている。図面左上より、平面図、右がＸ面立面図、下左がＹ

面立面図、右が透視図となっている。各図面の操作法については、前章

で説明した。ここで、拡大・縮小、回転などの操作を復習してみよう。

忘れた場合は、前章第 2.4.1 節を参照されたい。 

 
 
最初に、平面図を用いて、はりと柱を設定しよう。まず基礎ばりを設

定する。図 3-6-2 に示すダイアログバーのメニューボタンから「部材」

を選択する。次に、図面に割り付ける要素を選択するために、ダイアロ

グバー中の選択要素番号で、はり部材の要素「1:G01」を選ぶ。平面図

にマウスを移動し、左ボタンで一回クリックし、平面図をアクティブに

する。これで、平面図を利用して部材の割り付けを行うことを指定した

ことになる。 

部材の割り付けは通り芯を用いた２点設定を使用する。そのため、平

面図右上の表示が、「通り芯」と「２節点による設定」になっているか

どうか確認する。この表示になっていない場合は、ツールバーＡの

と を用いて変更しよう。さらに、平面図左上の表示が、基礎ばり位

置を示す「1FL」になっているかどうかこれも確認する。「1FL」になっ

3.6 構造物の解析

モデル

3.6.1 はり、柱の設

定

図 3-6-1 モデラー画面

図 3-6-2 ダイア

ログバーではりの

要素番号を選択
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ていない場合は、やはり、ツールバーＡの図面移動ツールチップ*5を使

用して、基礎はりを配置する 1FL の平面図に変更する。 

準備が整ったので、いよいよ、部材を平面図に割り付けていくことに

しよう。まず、ツールバーB のはり設定ツールチップをクリック＊６し、

これからはりを図面に割り付けることを宣言する。はりを割り付ける順

番は任意で良いが、節点番号は部材を割り付けた順番で自動的に生成さ

れる。そのため節点番号の順序は解析に影響を与えることを考慮して、

部材を割り付けていく必要がある。部材の割り付け方法は平面フレーム

と同じあり、２点の通り芯節点をマウスで指定すれば良い。実節点は自

動的に生成される。また、部材交差処理も自動的に行われる。割り付け

方法を、もし忘れた場合は第 2章に戻って再度復習されたい。基礎ばり

を全て割り付けた後の完成図面が図 3-6-3 に示されている。読者の画面

と同じ状態になっているだろうか。 

 

 
 
 続いて、１階部分の柱の割り付けを実行しよう。柱の割り付けも、は

りと同様であり、最初に要素を選択するとことから始まる。ダイアログ

バーの設定が「部材」になっているのを確認した後、柱部材として選択

要素番号の選択ボックスから要素を選ぶ。演習では、柱部材の要素とし

て「2:c01」を選択する（図 3-6-4 参照）。 

*5 

図 3-6-3 基礎ばり割り付け完成図 

*6  
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 次は、どの図面で柱を割り付けるかを選択する。

平面図と立面図とでは、柱の設定方法が異なる。平

面図の２点設定では、指定した２点内に存在する通

り芯交差点位置と上部同位置との間に柱が設定され

る。立面図では指定した２節点間で柱が割り付けら

れる。ただし、その間に通り芯交差点がある場合は、

自動的にその点に実節点が生成される。 
演習モデルにおける柱の設定に話を戻そう。設定

は平面図で行うことにする。まず、ツールバーB に

ある柱設定ツールチップ＊7をクリックし、柱の割り

付けを宣言する。この時、はりの割り付けと同様に、

画面右上に表示が「通り芯」と「２点による設定」

となっていることを確認する。平面図での割り付け

では、柱は通り芯の交点に作成され、「実節点」になっている場合、柱

は設定されない。そのため、処理節点切り替えツールチップ＊8をクリッ

クし、「通り芯」に変更されたい。 

 「通り芯」設定に切り替えた後、「通り芯」と「２点による設定」で、

はりと同様に柱を割り付ける。図 3-6-5 で示されるように１階の柱は、

９本であるが、同一部材の場合、３回の２点設定で柱を全て設定可能で

ある。図 3-6-5 には、１階のはり・柱の設定完了図面が示されている。 

 

 

*7  

*8  

図 3-6-5 1 階柱完成図

「通り芯：2節点による

設定」に切り替え 

図3-6-4 ダイアロ

グバーで柱の要素

番号を選択
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 同様に 2 階、最上階とはりと柱の割り付けを実行していく。これは、

読者の演習とする。2階、最上階へは、ツールバーAにある図面前進＊9・

後退＊10ツールチップをクリックすることで移動可能である。 

 これで、はりと柱による構造物の構成が全て設定されたことになる。

その結果が、図 3-6-6 に示されている。なお、ブレースやせん断部材、

免震部材の設定法は後節で解説する。 

 
 
はり、柱で構成された構造物に境界を設定しよう。演習では、１階柱

下を全てピン支持としており、これらの境界の設定も平面図を使用して

行う。平面図を使用するためには、マウスを平面図の上に移動し、1回

クリックすることで、平面図が描かれているウインドウをアクティブに

すれば良い。 

最初に平面図右上の表示が「2節点による設定」となっているか確認

する（「集団による設定」で境界条件を設定するとはりの分割点にも設

定されるので注意されたい）。その後、ダイアログバーの設定を「境界」

にし、境界条件を「2:ピン」とする。これによって、節点６自由度に境

界条件が設定される。その状態がダイアログバーの下に表示される。こ

こでは、-1 は拘束を、0が自由を意味する。なお、ここで、この値を変

更し、他の境界条件を設定することも可能である。 

次に、ツールバーB

内の境界設定チップを

クリックし、以後の処

理は、境界条件の割り

付けであると宣言する。

後は、マウスを節点の

上に移動し、クリック

することで境界条件が

その節点に設定される。

ただし、平面図右上の

表示が「通り芯」とな

っている場合は、モデ

ラーが強制的に｢実節

点｣処理に切り替える。

図 3-6-6 で示すように

9箇所クリックし、境界

図 3-6-6 境界設定時のモデラー画面 

*9  

*10  

3.6.2境界の設定

「２節点による設

定」ではあっても、

ここでは、１節点を

指定することで、境

界が設定される。 

2:ピンに

設定 
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を設定する。境界条件を設定した節点は赤く表示される。設定終了は、

ツールバーBのＸチップ＊11を押せば良い。 

節点設定用パネルを利用すると境界条件が正確に設定されているか

確認することができる。節点設定用表示パネルの境界条件を選択すると

図 3-6-7 のリスト形式で表示され、節点の境界状態が確認できる。また、

このパネルの中で変更することも可能である。この節点設定用パネルの

使用法については、後節で詳細に解説する。 

 

  
 
また、ツールバーＡ内にある「節点における外力・質量・境界の有無

チェック」ツールチップ＊12を用いて、図面上で確認することもできる。

このツールチップをクリックすると図 3-6-8 のダイアログが表示され、

ここで境界条件をチェックすると図 3-6-9 のように境界条件が設定さ

れている節点が赤く表示される。これについても後節で詳細に解説する。 

 
 

 
 

図 3-6-7 節点設定用パネルで節点情報のリスト表示 

図 3-6-8 節点の情

報確認ダイアログ 

＊12  

*11  
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本節では、節点荷重を設定しよう。演習で使用する節点荷重は、第

3.1 節で示した。ここでも、荷重設定は平面図を用いて行う。2 階の床

に対し、鉛直方向に-100kN（荷重は釣合座標系で設定する。局所座標系

を使用している節点では注意が必要である）の等節点荷重が加わってい

るので、まず平面図を 2FL に移動しておく。また、荷重は実節点処理で

行われるので、平面図右上の表示を「実節点」とし、また、割り付け処

理を集団登録で行うために、ここでは「集団による設定」とする。 

次に、ダイアログバーの設定を「静荷」にし、長期荷

重として、ファイル No.1:Pz に-100 をセットする（図

3-6-10 参照）。 

 
 
 
 
 
 
 

図 3-6-9 境界が設定されている節点の赤色表示 

「静荷」ボタンをクリックし

て荷重設定モードにする 

 

-100kN を入力

図 3-6-10 ダイアログバーにて荷重の設定

3.6.3 荷重の設定

「２節点による設

定」ではあっても、

ここでは、１節点を

指定することで、荷

重が設定される。 
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 平面図をアクティブにした後、静的荷重設定ツールチップ＊13 をクリ

ックし、以後の処理が荷重割り付けであることを宣言する。マウスを平

面図に移動し、設定したい実節点をラバーバンドで囲う。これで、節点

荷重が設定されたことになる（図 3-6-11 参照）。 

 

 
 
 
次に、短期荷重を設定するために、ダイアログバーの内容

を変更する。ここでは、水平方向として No.2:Px に 200kN

の集中荷重を図 3-6-12 のように設定する。ただし、長期荷

重のファイルNo.1:Pzにも-100をセットしておく。これは、

指定した節点に対し、同時に荷重を設定するためである。 

次に、平面図をアクティブにした後、平面図右上の表示を

「実節点」と「集団による設定」であることを確認し、静的

荷重設定ツールチップ＊13をクリックする。実際に、図3-6-13

に示す 3箇所の節点をラバーバンドで囲い、荷重を設定する。

これで、2FL の荷重設定は終了である。 

 同様に、RFL についても、静的荷重の設定を行う。これは、

読者の演習としておこう。設定方法は、2FL と全く同じであ

る。容易に設定できることが実感できよう。 

 

図3-6-11 荷重No.1設定時のモデラー画面

＊13  

図 3-6-12 ダイ

アログバーに

て荷重の設定
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荷重についても、境界と同様に確認方法が用意されている。これらを

活用して、荷重や境界などの設定を確認しよう。 
 
 
多くの設定が節点と部材に関して行われた。節点や部材を指定して、

これらの設定した情報を確認し、その内容を変更したい場合がある。モ

図3-6-13 荷重No.2設定時のモデラー画面

実節点：集団による設定にす

る。 

3.7データのチェッ

ク

3.7.1 部材情報リ

ストパネル

図 3-7-1 情報リス

トパネル使用のため

の設定
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デラーでは、簡単な操作でこの要求を実現している。この機能は、平面

図、立面図のいずれの図面でも実現可能である。まず、この機能を利用

する図面で、右上の表示を「実節点」と「集団による設定」にする（図

3-7-1 参照）。さらに、指定したい部材や節点が存在する図面位置に（例

えば、階、通りに）移動する。 

ツールバーB の中からリスト表示させたい部材の部材設定チップ＊14

をクリックする。指定したい部材をラバーバンドで囲み選択する。囲ま

れた部材の中で、先にツールチップで指定した部材種別の部材がリスト

形式で表示される。例えば、はり設定チップをクリックした場合、はり

に関する部材情報リストパネルが、図 3-7-2 のように表示される。  

 
 
 ここでは、はりの部材種別とはりの両端情報とに分類されて、リスト

されている。この中の情報は、確認するだけでなく、データを変更する

ことも可能である。データを変更する場合は、変更したい項目をクリッ

クすると、カーソル又は選択ボックスが表示され、データを打ち込むか、

もしくはメニューからデータを選択する。ただし、ここでのデータ変更

は、注意しなければならない。変更されたデータはそのまま使用される

ことになり、矛盾のあるデータはシステムをダウンさせることになる。 
部材の情報リストは、はりのみではない。他の部材設定チップをクリ

ックすることで、他の部材に関する情報が表示される。この機能を有効

に利用することで、データの再設定が容易となる。 
 
 
節点情報も部材と同様に節点情報リストパネルを使用し、確認・変更

が可能である。まず、節点選択を行う図面をアクティブにし、「処理対

3.7.2 節点情報リ

ストパネル

図 3-7-2 部材情報リストパネル

＊14  

ここでは、部材番号順に部

材に関する情報を表示す

る。その中で、要素番号、

部材種別、グループ番号、

部材角度、解析種別に関す

る設定値が表示されてい

る。また、それらのデータ

をここで変更することも

できる。 

設定終了後、「OK」ボタン

を押すと、内容が変更され

る。 
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象節点切り替えチップ」と「部材設定と消去処理の切り替えチップ」を

用いて、「実節点」と「集団による設定」に切り替える。 
次に、ツールバーBの節点追加チップ＊15をクリックし、マウスをドラ

ッグしながらラバーバンドで囲み、指定したい節点を選択する。この操

作を行うことによって、図 3-7-3 に示すように節点情報リストパネルが

表示される。 

ここでは、選択した節点に関する情報が節点番号順にリスト形式で表

示される。リストは、座標、局所座標系、境界条件、静的荷重、動的荷

重、質量で分類されており、これらのタブを選択し、情報を確認するこ

とができる。また、このリストの中で部材情報と同様に、データを変更

することができる。変更する場合は、項目をクリックし、カーソルが表

示された後、数値を入力する。データ変更には、節点番号を確認するな

ど、万全の注意を払う必要がある。変更が終了すると、「OK」ボタンを

押してデータを設定する。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 3-7-3 節点情報リストパネル 

＊15  

ここでは、節点番号順に節

点に関する情報を表示す

る。座標、局所座標系、静

的荷重、動的荷重、質量に

関係する設定値が表示さ

れており、ここでそれらを

変更することも可能であ

る。 

設定終了後、「OK」ボタン

を押すと、内容が変更され

る。 


